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ヒト幹細胞臨床研究実施計画の概要  

研究課題名 
自家骨髄間葉系幹細胞により活性化された椎間板髄

核細胞を用いた椎間板再生研究 

変更申請年月日 平成 20 年７月 17 日 

申請者 東海大学医学部長 猪子英俊 

実施施設及び 

研究責任者 

実施施設：東海大学医学部

研究責任者：持田 譲治
 

対象疾患 腰椎椎間板ヘルニア、腰椎分離症、腰椎椎間板症 

ヒト幹細胞の 

種類 
骨髄間葉系幹細胞および椎間板由来細胞 

実施期間及び 

対象症例数 

２年間 

１０症例 

治療研究の概要 

腰椎椎間板摘出＋椎体間固定術を行う腰椎椎間板変

性疾患手術例において、摘出した椎間板の髄核細胞を

自家骨髄間葉系幹細胞との細胞間接着を伴う共培養

法によって活性化し、活性化終了直後にその髄核細胞

を変性進行が予測される隣接椎間板内などに移植し、

その椎間板の変性過程の抑制あるいは再生を試みる。

今回申請された主な実施

計画の変更点 

細胞の調製に用いる試薬（コラゲナーゼ）に変更を行

う。 
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